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横倉山登山道沿いの植物相と大径木調査
大利卓海※1・ 前田綾子※2 ・瀨戸美文※3 ・ 押岡茂紀※4・西村佳明※2・藤森祥平※2・渡部雄貴※3 ・石川愼吾※3

※1：株式会社相愛、※2：高知県立牧野植物園、※3：高知大学、※４： 西日本科学技術研究所

調査概要

●植物相調査
植物相調査とは、特定の範囲や地域に生育している植物種を明らかにする調査です。今回の調査では登山

道沿いを中心に確認した植物を記録し、花が咲いていたものなど一部を標本にしました。

●大径木調査
横倉山の林を構成する樹木のうち、「大きい」木がどのような分布をしているのか調べました。基本的に

は胸高直径（地面から1.2ｍのところ）が70cm以上の樹木について、樹高と胸高直径を測り、位置情報を記
録しました。ただし、それぞれの木の種類によって最大になる大きさが違うため、その種類にとって「十分
大きい」と判断した場合には、胸高直径70cm以下の個体でも調査しました。

植物調査チームでは、第２駐車場～第３駐車場～杉原神社～カブト獄～横倉宮～畝傍山眺望所～カラ池の
範囲で、次の二つの調査を行いました。

植物を確認しながら歩く調査員

はじめに
横倉山は仁淀川と桐見川に挟まれた山塊にあって、南側には馬鹿試しを代表とする石灰岩の巨大な露頭も

あり、蛇紋岩も含まれる複雑な地質のため、多様な植物が生育しています。横倉山の植物については、昔か
ら数多くの研究者や研究家に調査されてきており、大倉浩典氏がまとめた「横倉山植物名鑑」では約1300種
類（未確認種含む）が挙げられています。

植物を新聞に挟み、標本にする

仁淀川の中仁淀橋から望む横倉山 畝傍山眺望所から見る雪の馬鹿試し

大径木調査 モミの大径木
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調査結果

●植物相調査結果：114科389種類（亜種、変種、品種を含む）の植物を確認しました。

横倉山の絶滅危惧植物（一部）
ヒメノヤガラ（ラン科）
Chamaegastrodia sikokiana Makino et F.Maek.

菌従属栄養植物
開花期：７月～８月
暖温帯の林下に生え、共生菌はCeratobasidiaceaeに属する菌で，
樹木の根と共生します
和名は牧野富太郎が発表（1889）しました

高知県：絶滅危惧ⅠB類（EN) 環境省：絶滅危惧Ⅱ類（VU)

キヨスミウツボ（ハマウツボ科）
Phacellanthus tubiflorus Siebold et Zucc.

寄生植物
開花期：7月
山地の木陰に生え、カシ類、アジサイ類などの木の根に寄生します
千葉県清澄山で採集され、花が弓矢を入れる靱（うつぼ）に似てい
ることからウツボという名前がつけられています

高知県：絶滅危惧ⅠB類（EN)

コオロギラン（ラン科）
Stigmatodactylus sikokianus Maxim. ex Makino

多年生草本
開花期：８月末～9月中旬
常緑樹林やスギ人工林の林床に生えます
共生菌はシロキクラゲ科の菌（菌がいないところでは生育できません）

高知県：絶滅危惧Ⅱ類（VU)    環境省：絶滅危惧Ⅱ類（VU)

ミヤマウグイスカグラ（スイカズラ科）
Lonicera gracilipes Miq. var. glandulosa Maxim.

3ｍくらいの落葉低木
開花期：4月～5月上旬
和名は牧野富太郎が発表（1895）しました

2021年4月29日横倉山

高知県：絶滅危惧ⅠB類（EN)

牧野富太郎（1895）繇條書屋植物雑記
（其十九）．植物学雑誌 9:311－315
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表1.  調査で確認した植物（絶滅危惧種は除く）

(ａ)シダ植物 ( b )種子植物

科 名 和 名
ヒカゲノカズラ科 ヒカゲノカズラ
ヒカゲノカズラ科 ホソバトウゲシバ
ヒカゲノカズラ科 トウゲシバ
イワヒバ科 クラマゴケ
ハナヤスリ科 オオハナワラビ
ハナヤスリ科 シチトウハナワラビ
ハナヤスリ科 ナツノハナワラビ
トクサ科 スギナ
ゼンマイ科 ゼンマイ
コケシノブ科 ウチワゴケ
コケシノブ科 コウヤコケシノブ
ウラジロ科 ウラジロ
ウラジロ科 コシダ
キジノオシダ科 キジノオシダ
キジノオシダ科 オオキジノオ
ホングウシダ科 ホラシノブ
コバノイシカグマ科 イヌシダ
イノモトソウ科 イノモトソウ
イノモトソウ科 イワガネゼンマイ
イノモトソウ科 イワガネソウ
チャセンシダ科 チャセンシダ
チャセンシダ科 トラノオシダ
ヒメシダ科 ミゾシダ
ヒメシダ科 ハシゴシダ
ヒメシダ科 ハリガネワラビ
ヒメシダ科 ヤワラシダ
ヒメシダ科 ヒメワラビ
ヒメシダ科 ゲジゲジシダ
メシダ科 シケチシダ
メシダ科 ハクモウイノデ
メシダ科 キヨタキシダ
メシダ科 ヤマイヌワラビ
メシダ科 イヌワラビ
メシダ科 ホソバイヌワラビ
メシダ科 ヒロハイヌワラビ
メシダ科 タニイヌワラビ
ナヨシダ科 ウスヒメワラビ
ヌリワラビ科 ヌリワラビ
メシダ科 カラクサイヌワラビ
メシダ科 ウスバミヤマノコギリシダ
シシガシラ科 シシガシラ
オシダ科 ベニシダ
オシダ科 マルバベニシダ
オシダ科 イノデモドキ
オシダ科 ジュウモンジシダ
オシダ科 キヨスミヒメワラビ
オシダ科 イワヘゴ
オシダ科 ツヤナシイノデ
オシダ科 イノデ
オシダ科 クマワラビ
オシダ科 ナンゴクナライシダ
オシダ科 ヤマヤブソテツ
オシダ科 ヒロハヤブソテツ
オシダ科 メヤブソテツ
オシダ科 オオクジャクシダ
オシダ科 ミヤマクマワラビ
シノブ科 シノブ
ウラボシ科 クリハラン
ウラボシ科 ノキシノブ
ウラボシ科 ヒトツバ
ウラボシ科 ヒメノキシノブ
ウラボシ科 マメヅタ

科 名 和 名 科 名 和 名
マツ科 モミ ウルシ科 ヤマウルシ
マツ科 ツガ ウルシ科 ツタウルシ
ヒノキ科 スギ ムクロジ科 ウリハダカエデ
ヒノキ科 ヒノキ ムクロジ科 オニイタヤ
イチイ科 イヌガヤ ムクロジ科 イロハモミジ
イチイ科 カヤ ムクロジ科 コハウチワカエデ
マツブサ科 サネカズラ ムクロジ科 エンコウカエデ
マツブサ科 シキミ ムクロジ科 トチノキ
マツブサ科 マツブサ ムクロジ科 テツカエデ
モクレン科 ホオノキ ムクロジ科 イタヤカエデ
クスノキ科 イヌガシ ムクロジ科 オオモミジ
クスノキ科 ウスゲクロモジ ミカン科 ツルシキミ
クスノキ科 カゴノキ ミカン科 キハダ
クスノキ科 シロダモ ミカン科 カラスザンショウ
クスノキ科 ヤブニッケイ コミカンソウ科 コバンノキ
クスノキ科 ケクロモジ ミズキ科 ミズキ
クスノキ科 アオガシ ミズキ科 ウリノキ
クスノキ科 バリバリノキ アジサイ科 イワガラミ
クスノキ科 アブラチャン アジサイ科 ノリウツギ
アケビ科 アケビ アジサイ科 ツルアジサイ
アケビ科 ミツバアケビ アジサイ科 ウツギ
ツヅラフジ科 ツヅラフジ アジサイ科 ガクウツギ
メギ科 ナンテン アジサイ科 ヤマアジサイ
カツラ科 カツラ モッコク科 サカキ
ユズリハ科 ヒメユズリハ モッコク科 ヒサカキ
ユズリハ科 ユズリハ ツバキ科 チャノキ
ブドウ科 ツタ ツバキ科 ヤブツバキ
ミツバウツギ科 ゴンズイ ツバキ科 ヒメシャラ
キブシ科 キブシ ハイノキ科 ハイノキ
バラ科 モミジイチゴ マタタビ科 サルナシ
バラ科 クマイチゴ リョウブ科 リョウブ
バラ科 カナメモチ ツツジ科 アセビ
バラ科 リンボク ツツジ科 カイナンサラサドウダン
バラ科 ウラジロノキ ツツジ科 ヤマツツジ
バラ科 イヌザクラ アオキ科 アオキ
バラ科 ヤマザクラ キョウチクトウ科 テイカカズラ
バラ科 バライチゴ モクセイ科 ヒイラギ
バラ科 ヤブイバラ モクセイ科 ネズミモチ
クロウメモドキ科 ヨコグラノキ モクセイ科 イボタノキ
クロウメモドキ科 ケケンポナシ モクセイ科 マルバアオダモ
ニレ科 ケヤキ モクセイ科 アオダモ
クワ科 ヤマグワ シソ科 ハマクサギ
ブナ科 アカガシ シソ科 ヤブムラサキ
ブナ科 アラカシ シソ科 クサギ
ブナ科 ツブラジイ ハナイカダ科 ハナイカダ
ブナ科 スダジイ ハナイカダ科 コバノハナイカダ
ブナ科 ウラジロガシ モチノキ科 イヌツゲ
ブナ科 シリブカガシ モチノキ科 ソヨゴ
クルミ科 ノグルミ モチノキ科 アオハダ
クルミ科 オニグルミ モチノキ科 モチノキ
カバノキ科 イヌシデ ガマズミ科 ヤマシグレ
カバノキ科 アカシデ ガマズミ科 ニワトコ
カバノキ科 イワシデ ガマズミ科 ガマズミ
カバノキ科 ミズメ スイカズラ科 ウグイスカグラ
カバノキ科 クマシデ スイカズラ科 コツクバネウツギ
ニシキギ科 コマユミ スイカズラ科 ツクバネウツギ
ニシキギ科 ツリバナ ウコギ科 キヅタ
ニシキギ科 ツルマサキ ウコギ科 カクレミノ
ニシキギ科 マユミ ウコギ科 ハリギリ
トウダイグサ科 シラキ ウコギ科 コシアブラ
トウダイグサ科 アカメガシワ ウコギ科 タカノツメ
ヤナギ科 イイギリ

木本
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草本
科 名 和 名 科 名 和 名 科 名 和 名

センリョウ科 フタリシズカ バラ科 コバノフユイチゴ リンドウ科 アケボノソウ
ドクダミ科 ドクダミ アサ科 カナムグラ キョウチクトウ科 キジョラン
ウマノスズクサ科 オオバウマノスズクサ イラクサ科 ミヤマミズ ムラサキ科 ミズタビラコ
サトイモ科 アオテンナンショウ イラクサ科 ヤブマオ ナス科 ハダカホオズキ
サトイモ科 オオハンゲ イラクサ科 サンショウソウ イワタバコ科 イワタバコ
サトイモ科 マムシグサ イラクサ科 ウワバミソウ オオバコ科 オオイヌノフグリ
サトイモ科 ミツバテンナンショウ イラクサ科 コアカソ オオバコ科 タチイヌノフグリ
ヒナノシャクジョウ科 ヒナノシャクジョウ イラクサ科 ヒメウワバミソウ シソ科 カキドオシ
ビャクブ科 ナベワリ イラクサ科 クサコアカソ シソ科 キランソウ
ビャクブ科 シコクナベワリ イラクサ科 ナガバヤブマオ シソ科 ツルニガクサ
シュロソウ科 ヨコグラツクバネ イラクサ科 アオミズ シソ科 ホトケノザ
シュロソウ科 ツクバネソウ イラクサ科 カテンソウ シソ科 モモイロキランソウ
イヌサフラン科 ホウチャクソウ ウリ科 アマチャヅル シソ科 ヤマジオウ
イヌサフラン科 チゴユリ ウリ科 カラスウリ シソ科 コバノタツナミ
イヌサフラン科 ヒメホウチャクソウ シュウカイドウ科 シュウカイドウ シソ科 イヌトウバナ
サルトリイバラ科 サルトリイバラ カタバミ科 オッタチカタバミ シソ科 シモバシラ
ユリ科 ウバユリ カタバミ科 カタバミ シソ科 スズコウジュ
ユリ科 ヤマジノホトトギス カタバミ科 コミヤマカタバミ シソ科 アキノタムラソウ
ラン科 オオバノトンボソウ トウダイグサ科 ヤマアイ シソ科 レモンエゴマ
ラン科 カヤラン トウダイグサ科 ナツトウダイ シソ科 ヤマトウバナ
ラン科 コクラン スミレ科 アオイスミレ シソ科 テンニンソウ
ラン科 セッコク スミレ科 コスミレ サギゴケ科 サギゴケ
ラン科 ミヤマウズラ スミレ科 シハイスミレ ハエドクソウ科 ハエドクソウ
ラン科 アオフタバラン スミレ科 タチツボスミレ ハマウツボ科 シコクママコナ
ラン科 ツチアケビ スミレ科 ツボスミレ キキョウ科 タニギキョウ
ラン科 サイハイラン スミレ科 ナガバタチツボスミレ キク科 アカオニタビラコ
ラン科 アケボノシュスラン スミレ科 コミヤマスミレ キク科 ガンクビソウ
ラン科 クモキリソウ スミレ科 ナガバノスミレサイシン キク科 キッコウハグマ
ラン科 シュスラン スミレ科 ヒメミヤマスミレ キク科 クサヤツデ
ラン科 シュンラン アブラナ科 ナズナ キク科 ツワブキ
アヤメ科 シャガ アブラナ科 セイヨウアブラナ キク科 ノゲシ
ヒガンバナ科 ノビル アブラナ科 マルバコンロンソウ キク科 ハハコグサ
ヒガンバナ科 オオキツネノカミソリ ミカン科 マツカゼソウ キク科 フキ
クサスギカズラ科 ジャノヒゲ アオイ科 ラセンソウ キク科 ムラサキニガナ
クサスギカズラ科 オモト タデ科 イタドリ キク科 モミジガサ
ツユクサ科 ヤブミョウガ タデ科 ミズヒキ キク科 ニシノヤマタイミンガサ
カヤツリグサ科 メアオスゲ タデ科 ミヤマタニソバ キク科 ヒヨドリバナ
カヤツリグサ科 カンスゲ タデ科 シンミズヒキ キク科 ハナニガナ
イネ科 ギョウギシバ タデ科 ハルトラノオ キク科 ホソバノヤマハハコ
イネ科 ススキ ナデシコ科 ウシハコベ キク科 シュウブンソウ
イネ科 オオイチゴツナギ ナデシコ科 コハコベ キク科 ヒメガンクビソウ
イネ科 スズメノカタビラ ナデシコ科 ミドリハコベ キク科 テバコモミジガサ
イネ科 コチヂミザサ ナデシコ科 ミミナグサ スイカズラ科 オトコエシ
イネ科 ササクサ ナデシコ科 サワハコベ スイカズラ科 オミナエシ
ケシ科 ムラサキケマン ナデシコ科 ミヤマハコベ スイカズラ科 ツルカノコソウ
キンポウゲ科 ケキツネノボタン アジサイ科 ギンバイソウ スイカズラ科 スイカズラ
キンポウゲ科 ヒメウズ アジサイ科 クサアジサイ ウコギ科 トチバニンジン
キンポウゲ科 ユキワリイチゲ サクラソウ科 コナスビ ウコギ科 ヒメチドメ
キンポウゲ科 シギンカラマツ サクラソウ科 ヤブコウジ セリ科 セントウソウ
ユキノシタ科 ツクシネコノメ サクラソウ科 モロコシソウ セリ科 ミツバ
ユキノシタ科 コガネネコノメソウ ツツジ科 ギンリョウソウ
ベンケイソウ科 コモチマンネングサ ツツジ科 イチヤクソウ
フウロソウ科 コフウロ ツツジ科 ギンリョウソウモドキ
マメ科 ヌスビトハギ アカネ科 ツルアリドオシ
マメ科 ノササゲ アカネ科 ヤエムグラ
マメ科 ホドイモ アカネ科 クルマムグラ
バラ科 キンミズヒキ アカネ科 ヨツバムグラ
バラ科 クサイチゴ アカネ科 ハシカグサ
バラ科 ノイバラ アカネ科 ミヤマムグラ
バラ科 フユイチゴ アカネ科 ヤマムグラ
バラ科 ミツバツチグリ リンドウ科 ツルリンドウ
バラ科 ダイコンソウ リンドウ科 フデリンドウ

トチバニンジン ヨコグラツクバネ ヤマネコノメ アオキ

( b )種子植物
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●大径木調査結果
262本の大径木を調査しました。大径木は、スギ、アカガシ、モミの順に多かったです。神社や陵墓参考

地などでは、人為的な影響を受けずに大径木が残っていました。

図１.胸高直径階分布

図２.大径木の分布図 国土地理院シームレス航空写真を基に調査データを加筆
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表２. 種類ごとの本数と胸高直径

1本のみ計測（胸高直径(cm)）
アオガシ（38.5）、アカメガシワ（43.1）、イヌザクラ(52.8)、オオモミジ(56.2)、キハダ(53.9)、ヒノキ(130.6)、ヒメシャラ(60.4)、
ホオノキ(43.6）、ヤブツバキ(30.1)、ヤブニッケイ(31.2)、ユズリハ(65.12)、リンボク(17.51)

スギは、樹高と胸高直径の関係を
教科書通りに示しています
→幹が太くなれば高くなります

スギの樹高は最大付近（50m）で 頭打ちとなっています
→樹種毎に最大樹高が概ね決まっています。

種 類 本 数 胸高直径(cm)
最大 最小

スギ 69 237.0 84.0 
アカガシ 56 138.5 53.8 
モミ 28 110.5 70.1 
ウラジロガシ 16 143.2 35.0 
イロハモミジ 10 84.1 34.2 
カゴノキ 7 56.4 38.4 
ミズキ 6 51.5 39.8 
イイギリ 5 69.2 52.5 

種 類 本 数 胸高直径(cm)
最大 最小

イタヤカエデ 5 78.1 46.2 
イヌシデ 5 78.0 52.8 
ケケンポナシ 5 62.1 39.2 
ツガ 4 96.0 72.0 
ツブラジイ 4 128.7 77.4 
ヨコグラノキ 4 47.6 23.4 
カツラ 3 192.4 75.2 
ケヤキ 3 92.8 55.4 

種 類 本 数 胸高直径(cm)
最大 最小

ミズメ 3 142.2 85.0 
ヤマザクラ 3 48.6 39.3 
アサダ 2 79.3 46.9 
ウラジロノキ 2 36.5 30.3 
カヤ 2 45.1 42.7 
カラスザンショウ 2 42.0 41.7 
クマシデ 2 84.4 53.9 
モチノキ 2 44.9 44.4 

図３.樹高と胸高直径の関係
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要旨 安徳水（越知町横倉山）の池は，オオアメーバ Amoeba proteus の

生息地として，安定した環境が保たれている．  

安徳水のアメーバ 

熊沢秀雄（こうちフィールドミュージアム協会） 

アメーバは単細胞の生物です．顕微鏡で拡大

して見ると，細胞の中身がジュルジュルと動い

ている．これを原形質流動といって，この動き

によって足（仮足）を前にのばし，その反対側

（後端）をしぼめる．体の中には１個の核と，

１個の収縮胞がある．このほか左の写真では，

食べたものがまだ完全消化されないまま見え

ている． 

 収縮胞はゆっくりと大きくなったり，小さくなったりを繰り返す．体内

の水をくみ出すポンプの役割をしている． 

１．仮足 

２．収縮胞 

３．核 

４．後端 

 源氏が平家を滅ぼした壇ノ浦の合戦

で，まだ幼かった安徳天皇は，祖母に抱

きかかえられて入水自殺したとされる．

しかし異説では，生き延びて横倉山で余

生をすごしたとも言われる．その場所が

「安徳水」で，小さな池がある． 

採集データ： 2023 年９月 安徳水 

 池水は，流下してきた湧き水によって，常に少しずつ更新されている．

これがアメーバの生息に好適な環境をもたらしている，と考えられる． 
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アメーバを飼育するために，小

さな容器にアメーバ１匹を単離

し，餌として鞭毛虫 Chilomonas 

を与えた．アメーバが分裂増殖し

て 10 匹以上になったら，全部を

大きな容器に移し，汲み置き水道

水 100ml に，軽く（30 秒）煮沸

した玄米１粒を入れた． 

増えたアメーバ．灰色は死んだアメーバ，またはゴミ． 

 従来，アメーバは次の場所から採集されて

いる．いずれも適度な速さで水が更新される

ような，山の中または山沿いの，一時的また

は永続的な池である． 

一の谷やかた（いの町本川） 

高知市尾立（ひじ） 

竹林寺（高知市五台山） 

安徳水（越知町横倉山） 

 安徳水は，水を調べ始めた 2014 年

以後ずっと一貫して，高い確率でア

メーバを見つけられる唯一かつ最良

のアメーバ生息地である． 

安徳水以外の場所は環境変化のた

め，今ではアメーバを採集できな

い．

蛇足 アメーバのなかま 

赤痢アメーバ，歯肉アメーバ，アカンソアメーバ 

太陽虫，放散虫， 有孔虫，星の砂，フズリナ 

アメーバの培養中には，最初に入れた鞭毛虫だけでなく，微小な繊毛虫も見られた． 
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横倉山のクマムシ類 石田観佳子（高知中学高等学校）・加納幹（高知大学理工学部） 

１．クマムシ類とは 

クマムシ類（緩歩動物門 Tardigrada）は脱皮動物の中の汎節足動物と呼ばれる 3 グループのうちの１つで，1 節からなる頭部と，それ

ぞれ 1 対の肢を持った 4 つの体節からなる胴部で構成されている動物である。世界では 2023 年時点で３綱 5 目 33 科 159 属 1464 種

（Degma & Guidetti 2009-2023），日本では 2017 年時点で３綱 5 目 17 科 49 属 167 種（Suzuki 2017）が報告されている。体⾧は約 0.05

～1 ㎜で，世界中の海中，淡水中，陸上などに分布している。陸上のクマムシ類は， 

土の中や地衣類・蘚苔類などの小型植物の上に生息しており，周囲が乾燥すると  

「樽型」と呼ばれる休眠状態となるが，給水すると再び活動状態となる。 

２．高知県で確認されたクマムシ類 

高知県では，畑井(1956,1959)が 2 属 2 種，宇津木(1996)が 4 属 5 種，石田(2008)が 11 属 32 種を報告した。 

３．横倉山生物総合調査によるクマムシ類 5 種の報告 

2019 年 11 月～2022 年 2 月に越知町立横倉山自然の森博物館周辺や横倉山登山道にて蘚苔類の採集を行い，

クマムシ類 2 科 4 属 5 種を確認した。採集後は蘚苔類を 15 分～24 時間水に浸し，実体顕微鏡を用いてピペッ

トでクマムシ類を集めた。標本化するために熱で筋肉を変性させ，Hoyer 液で封入し，光学顕微鏡で観察・同定

を行った。観察され

たクマムシ類は右表

の通りである。 

４．横倉山におけるクマムシ類の種多様性とコケ植物との関係（研究事例） 

高知大学理工学部生物科学科 植物分類学研究室の

加納幹による 2023 年度卒業論文が調査地・時期と

もに横倉山生物総合調査と重なるため紹介する。  

確認されたクマムシ類は 4 科 5 属であった。クマム

シ類の生息基物に注目し，コケ植物の葉が巻くこと

で形成されたわずかな隙間をクマムシ類は急激な乾燥を回避する目的で利用しているとの報告をしている。 

５．分類体系の見直し 

今回報告したクマムシ類標本数は 52 点と少ないため，横倉山のクマムシ類については今後の調査でさらに多くの種が発見されるものと

考えられる。また，現在，クマムシ類の分類体系は分子生物学的手法を頼りに，形態形質の見直しと分類体系の見直しが行われている（藤

本 2021）。既に報告されている種を含め，今後さらに再検討が進んでいくものと考えられる。 

P.facettalisE.baius E.crassispinosus M.hufelandi D.nobilei

E.crassispinosus

コケとクマムシ

活動状態 休眠状態 

撮影：松井透博士 

乾燥 

給水 

科 属 種

ヨロイトゲクマムシ科 トゲクマムシ属 Echiniscus baius

ヨロイトゲクマムシ科 トゲクマムシ属 Echiniscus crassispinosus
ヨロイトゲクマムシ科 ニセトゲクマムシ属 Pseudechiniscus facettalis
チョウメイムシ科 チョウメイムシ属 Macrobiotus hufelandi
チョウメイムシ科 ノドヤマクマムシ属 Diphascon nobilei

科 属 種

ヨロイトゲクマムシ科 ニセトゲクマムシ属 Pseudechiniscus sp.

チョウメイムシ科 チョウメイムシ属 Macrobiotus sp.
トゲヤマクマムシ科 トゲヤマクマムシ属 Calohypsibius sp.
ヤマクマムシ科 ヤマクマムシ属 Hypsibius sp.
ヤマクマムシ科 ヤマクマムシモドキ属 Itaquascon sp.

- 24 -



N

800 m

2 km

2020 8 12

4 7 11 37 36 12 61

45

8 9 10 11 12 8 9 10 11 12

/m2

900

600

300

0

1.6

0.8

0

60 C 24 g/m2

g/m2

8 9 10 11 12

/m2

1600

800

0

g/m2

8 9 10 11 12

3.6

1.8

0

8 9 10 11 12

/m2

3600

2400

0

1200

g/m2

8 9 10 11 12

6.6

2.2

0

4.4

5

2.5

0
8 9 10 11 12

g/m2

31

45

810 /m2 1.3 g/m2

4.3

1.3

1373 /m2 3.3 g/m2

3146 /m2 5.9 g/m2

3 40 cm 40 cm

800 m 2 km

7.5

5

0

2.5

800 m

2

mean SD
n=28

Nitzchia sp.

600 km

N

- 25 -



- 26 -



- 27 -



1 km

4
3

1 2D

:

N

5

1: 

2: 

D: 

3: 

4: 
5: 

2020.08.06 2020.12.03 2020

c1 c2

2022.04.22, 06.11, 12.10, 2023.01.21

40 cm

1 3
40 cm 40 cm

c1: 
c2:

:

: 

2021.02.06 2021.12.10 2021

2: 

134
: 6
: 69

: 7
: 75

= 134
157 23

: 125 ; : 9

: 

1 D 2 3 C1 C2 4 5

Dixa

134 74 2 19 44 31 26 27 68

- 28 -



- 29 -



ムカシトンボ Epiophlebia superstes 及びウスバシロチョウ Parnassius citrinarius の

桐見川，大桐川，坂折川及び仁淀川流域における分布について 
高知県立高知小津高等学校 植村優人 

1．はじめに

横倉山生物総合調査に参加し，ムカシトンボ Epiophlebia superstes 及びウスバシロチョウ Parnassius citrinarius

の分布調査を行ったので報告する．

2．調査範囲 

今回の調査範囲にある，桐見川，大桐川，坂折川及び仁淀川の支流，計７か所を調査した．支流は国土地理院

地図上で縮尺を約 17647 分の 1 にしたときに確認できる支流を調査することとした． 

各地点に 1 から 7 までの番号を付け，識別できるようにした．地図は後に参考資料として表す． 

なお，2 については川が三面張りであったことと，川に降りられなかったことから調査を行わなかった． 

地点番号 川幅 水深 ⾧さ 標高 

1 4m 10cm 20ｍ 65.4m 

2 97.3m 

3 8m 20cm 15m 276.7m 

4 10m 30~40cm 180m 370.8m 

5 5m 20~40cm 30m 375.2m 

6 15ｍ 60ｍ 94.8m 

7 20ｍ 100ｍ 175.7m 

3．調査期間 

調査期間はムカシトンボの成虫の主な出現期である 3 月から 5 月とした。 

4．調査手法 

ムカシトンボ…目視，採集による幼虫，成虫の個体数及び産卵痕の確認，標本作成

ウスバシロチョウ…目視，採集による成虫の個体数の確認，標本作成

他に，気温，湿度，天気，川幅，水深，調査を行った範囲の川の⾧さ，標高を測定した．

なお，気温，湿度はデジタル温湿度計を使用し，天気，川幅，水深，川の⾧さの測定は目測，標高は国土地理

院地図を使用してそれぞれ測定した．

5．調査結果 ※〇…確認できた ×…確認できなかった

地点番号 
ムカシトンボ

ウスバシロチョウ
幼虫 成虫 産卵痕 

1 × × × × 

2 

3 × × × 〇 

4 × 〇 〇 〇 

5 × 〇 × 〇 

6 × × × × 

7 × 〇 × × 
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ムカシトンボ Epiophlebia superstes 及びウスバシロチョウ Parnassius citrinarius の

桐見川，大桐川，坂折川及び仁淀川流域における分布について 
高知県立高知小津高等学校 植村優人 

6．考察・反省点 

越知町は山が多く急峻な地形が多いため，ムカシトンボの生息に十分な環境になる支流が少ないのではないか

と考えられる．また，砂防ダムと一部三面張りの川が多く，山の中までこのような環境になってしまっている

と，昆虫以外にも様々な生物の生息に適している環境が保てなくなってしまうのではないかと感じた． 

実際の調査を行ったのは 2023 年のみであるため，正確性に欠ける部分が多々あると考えられる．早くから調

査を始めるべきであったことは今回の反省点である．ウスバシロチョウの主な食草であるムラサキケマン等の

調査を行わなかったことも悔やまれる点である． 

なお，今回の調査では他にアサヒナカワトンボ，ヒメクロサナエ，トラフシジミなどを数種確認した． 

7．謝辞 

調査に協力してくださった植村和暢氏，植村厚子氏，植村拓未氏，植村晴陽氏，植村和希氏，植村萌実氏，生

息地の情報を提供してくださった西川裕文氏に厚く感謝を申し上げる． 

8．参考文献，引用文献 

地理院地図/GSI Maps，地理院地図 Vector，日本のトンボ（文一総合出版），原色蝶類検索図鑑（北隆館） 

9．参考資料 

１ 

２ 

３ 

６ 

７ 
５ 

４ 

調査範囲地図 

調査地点は 1～7 の番号を付けて示した。 

地図引用：地理院地図 Vector - 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



陸産貝類，山地の淡水産貝類

三本健二（高知みらい科学館）（日本貝類学会会員） 
１ 横倉山の陸産貝類の研究史 

 横倉山には石灰岩が広く露出し，多くの陸産貝類が生息してい

ます。しかし，明治期に採集者が訪れなかったためか，横倉山が

タイプ産地になっているのは次の１種だけです。 

【国内分布の概要】 
徳島県，愛媛県，高知県 
【県内での分布】 
香美市，いの町，越知町，仁淀川町，須崎

市，津野町 

13mm 
Habe, 1940 

Venus, 10 (2) 

アズママルクチコギセル Reinia masaoi Habe,  1940 

タイプ標本の採集地： 横倉山山頂の石灰岩露頭付近 
2018年の高知県レッドデータブックでは絶滅危惧Ⅰ類とさ

れ，右のとおり記述されています。 
今回の調査では確認できていません。 

【生息状況】 
近年，生きた個体の確認例がきわめて少なく

なった。限られた樹木で，少数個体によりか

ろうじて種が維持されている。既産地のうち

半数で絶滅した。減少傾向はこれからも続く

と思われる。 

横倉山の陸産貝類をリストアップした文献は見当たりません。 
文献上の記録は，次の２件に掲載されたものを下記リスト中に

表示します。 

１ 中山駸
しん

馬
ま

（1965）土佐産貝類総目録.中山駸馬, 高知市 
代表的な産地名だけを掲載した中で「横倉山」は 15 種。 

２ 多田 昭・大原健司・大谷洋子（2013）四国のキセルガイ科

（腹足綱・柄眼目）. 西宮市貝類館研究報告, (8). 
「横倉山」は 13 種。 

３ 山地の淡水産貝類 ホアラナミジンニナ  
Bythinella nipponica Mori, 1937 
第２駐車場の側溝で確認しました（2021 年 4月 

21日）。 
龍河洞内で発見されたためこのような和名が 

付いています。しかし，県内各地の渓流，山地  1.5mm 
の道路側溝などに生息していることが明らかに  Mori, 1937 
なっています。   Venus, 7 (3) 

２ 陸産貝類の確認種リスト 

調査日 地点 採集日 地点 中山, 1965 多田ほか, 2013
ゴマオカタニシ科 ベニゴマオカタニシ 2021.4.21 1,3,4,5 2002.1.20 6
ヤマキサゴ科 ヤマキサゴ 1984.5.20 6
ヤマタニシ科 ヤマタニシ 2021.11.2 5

アツブタガイ No. 233
ミジンヤマタニシ 2021.11.2 5
アワムシオイ 2021.4.21 1
ピルスブリムシオイ No. 237

ゴマガイ科 ヒダリマキゴマガイ 2021.11.2 5
シコクゴマガイ 2021.4.21 1

キバサナギガイ科 クチマガリスナガイ 2021.4.21 3 2002.1.20 6
キセルガイモドキ科 キセルガイモドキ 1984.5.20 6
キセルガイ科 シマケルギセル No. 1638 1968.9.23

タキギセル 1968.9.23
トサギセル 2021.4.21 2 1970.8.28
カモハラギセル No. 1639 1970.8.26
アワジギセル 2021.4.21 2 No. 1640 1970.8.28
シリオレギセル 1978.7.30 河辺
トサシリボソギセル 1968.10.10
タビトギセル No. 1653 1963.9.23
シンチュウギセル 1970.8.28
コンボウギセル 1972.8.14 矢野
アメイロギセル 1986.2.1
ホウヨギセル 1968.9.23
アズママルクチコギセル No. 1663 1968.9.23

アフリカマイマイ科 オカチョウジガイ 2021.11.6 5
シタラ科 ヒメハリマキビ 2021.4.21 4

キビガイ 2021.11.2 5 2002.1.20 6
ヒメベッコウ 2021.4.21 2
ハリマキビ No. 1678
ヤクシマヒメベッコウ No. 1681
キヌツヤベッコウ No. 1694 

ベッコウマイマイ科 シコクベッコウ 2002.1.20 6
ナンバンマイマイ科 コベソマイマイ 2021.11.2 5

シメクチマイマイ

トサマイマイ No. 1709
コケマイマイ No. 1714
シロマイマイ 1984.5.20 6
ヌノメシロマイマイ No. 1722
アワマイマイ No. 1727
セトウチマイマイ 2021.11.2 5

タワラガイ科 タワラガイ No. 1732

確認・採集地点　1 第２駐車場付近，2 御陵参考地付近, 3 横倉宮付近, 4 石材積出場跡, 5 博物館敷地, 6 白石大沢

文献記録今回調査 三本過去採集
種の和名科の和名

★2021 年 7月 29日に南斜面の大平～文徳の数地点で調査しましたが，私は陸産貝類を確認できませんでした。

アワムシオイ 3.5mm

シコクゴマガイ 3.1mm

トサギセル 10.3mm

アワジギセル 12.7mm

ヒメベッコウ 2.0mm

- 36 -



( )

A

C

D

B

(29 )

1

A B
C D

41

A 18

B 12

C 7

D 4

- 37 -



- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



!"# $%& '$%& (%& )%& *& +,
-./0

1234567689

8 :;$ <=>'$ ?@A( BCD?@A EFGG"HIJK"LMNOP Q Q
6 <=>( BCD<=> RSFPTM"U"LHIJK"LMNOP Q Q
V =WXY( BCD=WXY ZJG[U\"]OPHTJN^[U\"]"MUFP Q Q
_ XY'$ `=aCXY( `=aCXY bN^JSMLOPHPKMLJSMP Q
c WdXY( efghi j[N"U"LH"\MFLTJSMP Q
k lmnA oOK\FKM"K^MPHN"LPKMNMSSJTOP Q
p qrhsetu oSJK^FHNSM]JN"K^"\J Q Q
v egXY oSJK^FHwOJU\MxM\yJTJ Q Q
z {|=A }F~MOPHxM~JGJ\M Q Q

87 ?g=�e Ä^J~U"K^MPHTMy\MLOP Q Q
88 ÅÇAXY( BCDgme ES"[UMOPH~S"]^"ÉÉMM Q Q

!" #$" %& ''( ''( )(

- 42 -



- 43 -



横倉山のアカガシ天然林の鳥類相の調査結果
-既往の調査事例からみる経年的な傾向-

国立研究開発法人森林研究・整備機構

森林総合研究所

佐藤重穂（森林総合研究所）

横倉山の既往調査と今回の調査方法

・環境省の自然環境保全基礎調査等およびモニタイングサ
イト1000事業で、横倉山の尾根上のアカガシ林が調査地と
して選定され、これまでに数回調査を実施。

・ 繁殖期（両事業とも）および越冬期（モニタリングサイト
1000のみ）で鳥類相が調査されている。調査方法は統一さ
れていない（ルート3km or 1km,プロット2地点or5地点）。

・2022年の繁殖期と越冬期に類似の方法で調査を実施。

・ 鳥類の渡りの特性に注目して結果を集計し、種数と種構
成の経年的な変化の有無を検討した（調査方法が異なる
ので、個体数の比較は困難） 。

・繁殖期には22～28種、越冬期には8～18種が記録されて
いる（図1．図2）。

・繁殖期は夏鳥の記録が近年少なくなっている（図1）。

・越冬期は留鳥が大半を占めるが、2022年にもっとも多く
の種数を記録した（図2）。

・繁殖期の優占度上位種は、はシジュウカラ、ヤマガラ、ヒ
ガラなどで、2017年に初めてキビタキが上位種になった
（表1）。

・越冬期の優占度上位種は、ヒヨドリ、ヤマガラ、シジュウカ
ラ、メジロなどで、大きな変化はない（表2）。

・ 継続的な調査結果の振り返りが重要。

・猛禽類や夜行性鳥類を対象とした調査は別に行う必要が
ある。

・夏鳥の減少が継続的な傾向なのか、種ごとに個別に検討
する必要がある。

・冬鳥は調査の特性で、群れの出現の有無に結果が影響さ
れやすい（アトリ、マヒワなど）。

・外来種の動向に注目すべき（コジュケイ、ヒゲガビチョウ、
ソウシチョウが記録されている）。

・シカの増加やナラ枯れはこれまでのところ見られないが、
継続的なモニタリングによって変化を検出できる可能性が
ある。

調査結果の概要

今後の課題と注目点

横倉山山頂付近のアカガシ天然林

キビタキ（夏
鳥）

コジュケイ（外来
種）

図1．繁殖期の鳥類相の経年変化

図2．越冬期の鳥類相の経年変化
表-1. 繁殖期の優占度上位種

順位 2000年 2007年 2012年 2017年 2022年

1 シジュウカラ シジュウカラ ヤマガラ・シジュウカラ ヒガラ ヤマガラ

2 ウグイス ヤマガラ ヒヨドリ ヒガラ

3 ヤマガラ・カケス ヒガラ ヒガラ シジュウカラ ヒヨドリ

4 メジロ ヒヨドリ キビタキ シジュウカラ

5 エナガ ゴジュウカラ ウグイス ヤマガラ・メジロ カケス

表-2. 越冬期の優占度上位種

順位 2007年 2012年 2017年 2022年

1 ヤマガラ エナガ・メジロ ヒヨドリ エナガ

2 メジロ シジュウカラ コゲラ

3 ヒヨドリ ヒヨドリ ヤマガラ ミソサザイ・ヒガラ

4 シジュウカラ ヒガラ メジロ

5 アトリ ヤマガラ・マヒワ ヒガラ・カケス メジロ
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